
 

 

 

農薬に関するＱ＆Ａ 
 
 
Ｑ１ お茶には農薬が多く使用されているのですか。 
 
Ａ お茶をはじめとして農作物を安定的に生産するためには、病害
虫や雑草から農作物を守るための対策（病害虫・雑草防除）が必
要不可欠です。対策は、様々な防除手段の中から経済性を考慮し
ながら利用可能な手段を講じていくことが重要です。 
農薬はその中でも、防除の効果が高く、作業の効率性の観点か

らも重要な防除手段の一つとなっています。農薬には、防除に有
効で、かつ安全を確保できるよう、使用方法（希釈倍数、使用
量、使用時期、回数など）が定められています。農林水産省は、
都道府県と協力して、農薬が使用方法どおり、適正に使用される
よう、指導を進めています。お茶の生産現場でも、農薬の適正な
使用に取り組んでいます。 
また、農薬だけではなく様々な方法を組み合わせた総合的病害

虫・雑草防除（ＩＰＭ）の推進や、発生予察情報に基づく適時・
適切な防除などを通じ、防除に必要な量だけを適切なタイミング
で使用するような取組も進めているところです。 

 
 
Ｑ２ お茶から残留農薬が検出されても健康への影響はないのです

か。 
 
Ａ お茶に含まれる農薬の残留基準値は、農薬が残留する食品を長

期間にわたり摂取した場合や、短期間に大量に摂取した場合で
も、人の健康を損なうおそれがないことを確認して設定されてい
ます。 

  このため、基準値の範囲内であれば、人の健康を損なうおそれ
がないと考えています。 

 
 
 
 
 
 



 
 

Ｑ３ 日本のお茶の残留基準値が、欧米と比べて高いものがあるの
は何故ですか。また、健康への影響はないのですか。 
 

Ａ 農薬の使用の可否や使用方法は、各国において、その国の気
候、害虫や病害の発生状況、栽培実態等を踏まえて定められてい
ます。日本と茶の栽培を行っていない欧米では、お茶に使用でき
る農薬やその使用方法が異なります。 
食品中の農薬の残留基準値については、日本と欧米等で同一の

考え方を採用しており、その国が認める使用方法により農薬を使
用した際の残留濃度等に基づき、安全性の審査を経た上で設定さ
れています。 

上記のように各国で農薬の使用方法等が異なるため、残留基準
値が各国で異なることがあります。品目や農薬によって、国内の
方が高い場合もあれば、海外の方が高い場合もあります。 

仮に、国内の残留基準値が、海外と比べ高い場合であっても、
科学的なデータに基づき、人の健康を損なうおそれがないよう設
定されたものである（Ｑ２参照）ことから、安全性は確保されて
います。 

 
 
Ｑ４ 基準値を上回る残留農薬を含むお茶が流通することはないの

ですか。 
 
Ａ Ｑ1 のとおり、お茶の生産において、農薬は定められた使用方
法（希釈倍数、使用量、使用時期、回数など）に基づき適正に使
用することとされています。 
加えて、国内に流通するお茶は、自治体が残留農薬の検査を行

い、国が設定した基準値の範囲内であることを確認しています。 
万が一、違反が確認された場合には、お茶を廃棄させたり、原

因究明や再発防止を指導するなどの措置を講じることとしていま
す。 

 
※ 詳細な説明については、以下のＨＰもご参照ください 
（農林水産省）農薬に関するよくある質問 
  https://www.maff.go.jp/j/nouyaku/attach/pdf/index-3.pdf 
（厚生労働省）残留農薬 よくある質問 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_
iryou/shokuhin/zanryu/faq.html 
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